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凡例 a日時  b場所  c内容  d対象  e定員  f講師  g料金（記載がない場合は無料）  h持ち物  i申込  j問い合わせ  n田無庁舎敷地内  o保谷庁舎敷地内

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市報に掲載されている情報などについて、
変更している可能性があります。事前にお問い合わせいただくようお願いします。

一般会計の歳入歳出決算の状況
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令和３年度各会計の決算状況 会計名 予算現額 歳入 歳出 収入支出差引額収入済額 収入率 支出済額 執行率
一 般 会 計 864億9,378万円 853億2,241万円 98.6% 804億8,310万円 93.1% 48億3,930万円
特 別 会 計 422億5,115万円 425億9,165万円 100.8% 414億8,231万円 98.2% 11億   934万円

国民健康保険 191億5,758万円 192億3,506万円 100.4% 188億5,892万円 98.4% 3億7,614万円
駐 車 場 事 業 1億3,121万円 1億2,991万円 99.0% 1億2,072万円 92.0% 919万円
介 護 保 険 182億3,147万円 185億   952万円 101.5% 178億1,250万円 97.7% 6億9,702万円
後期高齢者医療 47億3,090万円 47億1,715万円 99.7% 46億9,017万円 99.1% 2,698万円

合 計 1,287億4,493万円 1,279億1,405万円 99.4% 1,219億6,541万円 94.7% 59億4,864万円

公営企業会計 区分 収入 支出
決算額 決算額

下水道事業会計 収益的収支 31億6,881万円 30億4,696万円
資本的収支 3億3,330万円 8億3,321万円

歳入 　市税が過去最高額となったものの、国庫支出金の減などから、
前年度より減となりました。

歳出 　民生費・衛生費が増となったものの、総務費・教育費の減などから、
前年度より減となりました。

※歳入・歳出の（　）内の数値は、「市民1人当たり」の金額です。
　（令和４年３月31日現在の西東京市の人口(20万5,726人)より算出）

歳　入
853億2,241万円
市民１人当たり

（41万4,738円）

市税
328億6,766万円

（15万9,764円）
38.5％

市民税などの納めて
いただいた税金

国庫支出金
223億4,669万円

（10万8,624円） 26.2％

使い方が定められている
国からの補助金や負担金

都支出金
104億1,449万円

（5万623円）
12.2％

使い方が定められている東京都
からの補助金や負担金

その他の
依存財源
72億537万円

（3万5,024円）
8.4％
その他の使い方が
定められていない国や
東京都からの交付金など

自主財源市債
23億5,510万円

（1万1,448円）
2.8％

都市計画街路など
建設事業などのため
の借入金

地方交付税
45億9,830万円

（2万2,352円） 5.4％
使い方が定められて
いない国からの交付金

469億1,995万円
（22万8,070円） 55.0％
国や都などの基準や意思決定
に従い収入される財源

依存財源

歳　出
804億8,310万円
市民１人当たり

（39万1,215円）

〈民生費〉
生活保護費
78億4,729万円

（3万8,144円）
9.8％
生活保護のために

78億4,134万円
（3万8,115円）
9.7％

ごみ収集や
健康のために

借入金の返済
のために

444億5,206万円
（21万6,074円）
55.2％

福祉サービスの
提供のために

民生費

衛生費

子どもの福祉の
ために

〈民生費〉
児童福祉費
188億8,013万円

（9万1,773円）
23.5％

〈民生費〉
社会福祉費
177億2,464万円

（8万6,157円）
22.0％

高齢者や障害者への
福祉サービスやその
他の福祉のために

47億4,428万円
（2万3,061円）
5.9％

47億8,543万円
（2万3,261円）
5.9％

公債費

行政運営やコミュニティ
の推進などのために

59億7,263万円
（2万9,032円）
7.4％

総務費

その他

議会運営や農商工業の発展、
防災対策などのために

79億845万円
（3万8,442円）
9.8％
教育やスポーツの
充実のために

教育費

384億246万円
（18万6,668円）
45.0％
市の権限で
収入できる財源

経常収支比率の推移 前年度に比べて4.5ポイント減となり、財政の硬直化が改善されました。

市債の状況

会計名 令和２年度末
現在高(A)

令和３年度
借入額(B)

令和３年度
元金償還額(C)

令和３年度末現在高
（A）+（B）-（C）

一 般 会 計 552億6,809万円 23億5,510万円 45億7,103万円 530億5,216万円
下水道事業会計 62億9,276万円 3億  　40万円 4億9,445万円 60億9,871万円

合　　　計 615億6,085万円 26億5,550万円 50億6,548万円 591億5,088万円

一般会計、下水道事業会計ともに借入額が元金償還額を下回ったため、市全体の市債現在高が減少しました。
（令和４年５月31日現在） （令和４年５月31日現在）

　市債の令和３年度末現在高は、一般会計は、前年度末から22億1,593万円減
となりました。下水道事業会計は、前年度末から１億9,405万円減となり、市全
体では前年度末から24億997万円減の591億5,088万円となりました。
　一般会計では、令和３年度で合併特例債の償還が完済しました。令和４年度以
降は、総合計画（実施計画）に基づく事業のうち、西東京３・４・24号線整備事
業等を実施する予定ですが、市債残高は横ばいで推移する見込みです。
　なお、元利償還金等の負担が市の財政規模に対して適正かどうかを把握するた
めの指標である公債費比率は4.3％、実質公債費比率は2.3％となっており、い
ずれも適正な水準を保っています。

　経常収支比率は、財政構造の弾力性を示す指標です。この比率が低いほど市が
自由に使うことができる財源が多く、新たな市民ニーズに対応する余力があると
いえます。
　令和３年度の経常収支比率は、前年度から4.5ポイント改善しましたが、都内
26市平均との比較では、平均値87.8％を1.7ポイント上回る結果となりました。

※(　)内は、都内26市平均を示しており、東京都市町村普通会計決算の概要（東京都総務局）による
加重平均値を用いています。

　令和３年度の一般会計と各特別会計を合わせた全会計の決算額は、
右記のとおりです。
　一般会計については、歳入歳出総額ともに800億円を超え、過去２
番目の決算額となりました。歳入は、コロナ禍においても市税が過去
最高額となったことや、地方交付税が増となったものの、令和２年度
に実施した特別定額給付金給付事業の国庫支出金の皆減や学校建設事
業の終了による地方債借入額の減などから、前年度より減となりました。
　歳出も、新型コロナウイルスワクチン接種事業や子育て世帯臨時特
別給付金給付事業などが増となったものの、歳入と連動した特別定額
給付金給付事業の皆減や、学校建設事業の終了などから、前年度より
減となりました。

その他の
自主財源
47億3,074万円

（2万2,995円）
5.5％

47億7,891万円
（2万3,229円）
5.9％

土木費道路や公園などを
整備するために

令和３年度決算の状況

西東京市の財政状況をお知らせします
　市の財政がどうなっているのか、皆さんに納めていただいた市税などがどのように使われたのかを知っていただくために、毎年６月と12月に財政状況を公表しています。
　令和３年度決算の詳細は、市kの『決算の概要』および『財政白書』をご覧ください。
※各表の数値は、表示単位未満を四捨五入しているため、内訳の合計額が総合計額と一致しない場合があります。�

▲

財政課np042－460－9802

令和３年度決算と令和４年度上半期予算執行の状況

繰入金
8億406万円

（3,908円）
0.9％ 基金（市の貯金）から

繰り入れたお金
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保育料などの使用料や
ごみ収集手数料などの手数料、
寄附金など


